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一般報文 

￼施工データを活用した工事進捗マネジメントの
現場導入効果の検証 

髙栁佐和子・森川博邦
 

1．はじめに1 

 国土交通省では、建設現場の抜本的な生産性向

上を図るi-Constructionの施策として、平成28年

度から国土交通省発注工事のうち一定規模以上の

土工工事で施工プロセスの各段階においてICTを

全面的に活用する「ICT活用工事」を実施してい

る。 

 ICT活用工事では、 ICT建設機械や3次元計測

機器の導入により作業効率が向上する。しかし、

工事全体の施工時間の削減に結びつかない事例等

もあることから、ICTの導入による効果を最大限

に発揮するためには、工事全体を見据えたICTの

運用検討が必要である。 

本稿では、施工データ（ICT建設機械の作業装

置位置を示す3次元データの履歴（施工履歴デー

タ）や3次元計測機器で取得した3次元座標デー

タ等）を活用してICTの導入効果を向上させるマ

ネジメント手法及び実現場での試行結果について

報告する。具体的には、土量や作業サイクルを把

握し、工事の進捗をマネジメントした事例及び計

測作業に活用して現場立会を削減した事例につい

て報告する。 

2．施工データを用いた工事進捗マネジメント

手法の構築 

 土工（掘削，運搬，盛土）の進捗をリアルタイ

ムに把握できる技術には、建設機械の施工履歴

データの他にTLS（地上型レーザースキャナー）

等の多点観測技術のような3次元データを用いる

もの及びGNSS等による位置情報を用いた車両の

運行管理等がある。これらを組み合わせて工事進

捗をマネジメントする手法を検討し、手法案を作

成した。手法案は以下のとおりである。 

（1）施工計画に関する手法案 

施工手順を3次元化してシミュレーションし、

最適な施工計画の立案を支援するもの。 

──────────────────────── 
Effect of On-Site Construction Progress Management Using 
Construction Data 

（2）工程計画に関する手法案 

施工履歴データにより施工量の推移を把握し、

工程調整の判断を迅速化するもの。 

（3）施工体制に関する手法案 

施工履歴データにより建設機械の稼働状況を

把握し、機械の組み合わせの見直しを行い、機

械配置を最適化するもの（図-1）。 

（4）計測作業に関する手法案 

3次元データを用いた計測により出来形、出

来高計測作業を効率化するもの。 

実現場での試行では、現場の状況に応じてこれ

らの手法案から有効な手法を選択し、試行調査を

実施することとした。試行調査は、工事進捗や体

制の変化を確認する長期調査、現場でのトラブル

対応及び現場作業の詳細な内容や時間を確認する

短期調査（現場立会による調査）を行うものとし

た。詳細は図-2のとおりである。 

 
図-1 施工体制の見直し（手法案（3）の例）  

 

図-2 試行調査の流れ  

3． ICT土工における工事進捗マネジメント

の現場での試行調査 

 茨城県の現場で2.(3)を、静岡県の現場で2.(4)



土木技術資料 59-9(2017) 
 
 

 

－ 11 － 

の手法案について試行することとし、効果検証を

行った。試行調査では、現場立会調査のほか、工

事の受発注者に対する事前説明会やICT導入時及

び試行中の技術指導、ヒアリング調査を実施した。 

3.1 国道355号潮来市永山道路改良工事 

3.1.1 工事概要 

（1）工事場所：茨城県潮来市永山 

（2）発注者：茨城県潮来土木事務所 

（3）工事内容：道路改良 延長 260m 

掘削工：11,400m3 

盛土 ：12,020m3 

法面整形 ：1,640m2 

側道路盤工：2,800m2 

3.1.2 試行の目的 

本工事は、土質改良した上段部を掘削し、下段

部に運搬、盛土する工事である（図 -3）。掘削、

運搬、盛土の作業サイクルを現場内のみで実施し

ていることから、本サイクルを一連の工程として、

現状のボトルネックの抽出やICT建設機械の活用

により、サイクルタイムの最適化を行うこととし

た。 

 

 
図-3 国道355号潮来市永山道路改良工事現場  

 

3.1.3 改善前の施工の実態調査 

本現場の改善前の施工の作業サイクルを把握す

るため、MC（マシンコントロール）ブルドーザ

の施工履歴データや現場立会により一連の施工工

程での施工手順、作業体制、作業能力を調査した。

調査の結果、作業は、掘削、運搬、盛土の作業分

類に大別でき、それぞれバックホウ、クローラダ

ンプ、ブルドーザで作業していた。図 -4に示す 

作業時間内訳より、バックホウ及びブルドーザと

もに10分以上の待ち時間を有していた。なお、

クローラダンプは待ち時間なく運搬作業を行って

いた。また、日当たり施工量を施工履歴データよ

り算出した結果、掘削、敷均しともに 300～

400m3/日程度の施工量であった。 

 

敷均し時間

24分(40%)

待ち時間

13分(22%)

締固め時間

23分(38%)

掘削時間

25分

(42%)

こぼしの整理

14分(23%)

床付け

10分(17%)

待ち時間

11分(18%)

1時間あたりのバックホウ作業時間内訳 1時間あたりのブルドーザ作業時間内訳  
図-4 1時間あたりの作業時間内訳  

 

3.1.4 調査結果を踏まえた現場改善 

短期調査の結果を踏まえ、工事の受注者、発注

者とともにサイクルタイムの改善に向けた検討を

実施した。図-5に示すバックホウの内訳から、床

付け（掘削面の整形）作業に時間を費やしている

ことがわかった。この作業は、掘削段階で設計面

に従って自動制御で施工可能なMCバックホウの

導入により削減可能と考えられる。さらに、バッ

クホウには10分程度の待ち時間があることから、

運搬能力を上げ、全体の作業量の増加を検討した。 

その結果、MCバックホウの導入にあわせて6t

ダンプを追加することとし、次サイクルでの施工

では体制を変更して作業を行った。 

 

 
図-5 サイクルタイム改善の検討  

 

3.1.5 改善後の状況 

図-6に、施工履歴データから取得した日当たり

施工量の推移を示す。改善前に比べて施工量が3

割増加していることが確認できた。 
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図-6 改善前後の施工量  
（上段は改善前、下段は改善後）  

 

3.2 清水西海岸高潮対策事業（防災・安全交付金）

工事（サンドリサイクル養浜工） 

3.2.1 工事概要 

（1）工事場所：静岡県静岡市清水区三保地先 

（2）発注者：静岡県静岡土木事務所 

（3）工事内容：サンドリサイクル養浜工 

養浜材採取工（掘削工）：17,000m3 

養浜材運搬工     ：17,000m3 

養浜材盛土工     ：17,000m3 

3.2.2 試行の目的 

本現場は、現場内で採取した養浜材を現場内運

搬し、養浜盛土をする工事である（図 -7）。養浜

材採取工では、採取した土量の数量管理のため、

採取場所で一旦集積し、数量計測を行っていた。

また、養浜材盛土工においては、波によって仕上

がり面が時間経過にともなって洗掘されることが

多いため、管理断面の仕上がり毎に出来形計測及

び監督職員の立会が必要であった。 

これらの数量計測や出来形確認の計測作業の省

力化を目的として、3次元計測機器及びMCバッ

クホウによる数量計測及び出来形計測の導入に関

して検証を行った。 

 

 

図-7 清水西海岸高潮対策事業工事現場  

3.2.3 養浜材採取工の数量計測調査 

 養浜材採取後の集積材の数量計測手法毎の作業

時間、計測精度を確認するため、従来手法（テー

プ及びTS（トータルステーション））、TLS、ス

テレオ写真測量（MCバックホウに搭載したステ

レオカメラによる計測）、施工履歴データ（単点）

（MCバックホウの刃先を形状の変化点にあわせ

て単点の座標を計測）、施工履歴データ（自動）

（MCバックホウの刃先を形状に沿って操作して

全面の座標を計測）により集積した土量を計測し

た（図 -8）。なお、TLS、施工履歴データ（自

動）は、既に要領が策定されている（調査当時）

ため、参考として計測を行った。対象の集積材の

形状は、延長67m×下幅23m、上幅7.5mの四角

錐台で、体積は、3,800m3程度である。 

数量計測の延作業時間（人・時間）は、特にス

テレオ写真測量及び施工履歴データ（単点）にお

いて、1人での計測が可能であるとともに、従来

手法と比べて作業時間が削減し、大幅な時間短縮

が確認できた。（図-9）。 

 
図-8 集積した養浜材の数量計測手法とデータイメージ  

 

図-9 数量計測時間  
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ステレオ写真測量及び施工履歴データ（単点）

による数量算出の精度は、従来手法や調査当時に

要領が策定済のTLS、施工履歴データ（自動）に

よるものと同等であることが確認できた（図-10）。 

 
図-10 数量算出精度  

3.2.4 養浜材盛土工の出来形計測調査 

盛土工の面的な出来形管理手法の作業時間と計

測精度を確認するために、従来手法（テープ及び

TS）、ステレオ写真測量、施工履歴データ（単

点）及び施工履歴データ（自動）により計測した

（図 -11）。対象の盛土部の法面は、延長60m×幅

10m（600m2）程度である。 

 
図-11 盛土工の出来形計測  

出来形計測の延作業時間（人・時間）は、数量

計測時と同様にステレオ写真測量及び施工履歴

データ（単点）において、大幅な時間短縮が確認

できた（図-12）。 

出来形計測の計測精度は、ステレオ写真測量と

施工履歴データ（単点）は同程度となった（表 -

1）。これらの値は一般的な道路土工や河川土工

等で適用する「出来形管理基準及び規格値」の

個々の計測値の規格値に含まれている計測精度±

50mmと比較すると大きい値である。ただし、本

現場では、受発注者協議により、ステレオ写真測

量は洗掘前の仕上がり面を写真で確認することが

できることや、高い精度を要しない養浜盛土では

十分に出来形管理できるものと判断し、立会確認

に代えてステレオ写真測量の計測点群データの確

認でよいこととされた。その結果、 20回分の 

立会を省略することができた。 

 
図-12 出来形計測時間  

表-1 出来形計測精度  

ステレオ
写真測量

施工履歴データ
(単点)

施工履歴データ
(自動)

平均 -40mm 31mm 56mm

最大値 17mm 156mm 434mm

最小値 -234mm -38mm -355mm

標準偏差 40mm 43mm 167mm

データ数 61 52 60  

4．まとめ 

 今回の試行現場においては、施工データを用い

た工事進捗マネジメント手法の導入による効果を

確認することができた。ICTの導入による生産性

向上の実現は、工事全体としての施工機械の運用

方法の見直しが重要であり、今後は、施工計画段

階でのシミュレーションと工程管理、現場での改

善を組み合わせた、より効果のある手法の構築と

効果検証を進めていく予定である。 
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